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妊婦死亡率（出生10万人対）
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虫歯のない3歳児の割合（％）
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喫煙率（妊娠中、育児中）
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妊娠中の保健指導で産後の

メンタルヘルスの案内をし
ている市区町村（％）
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ハイリスク児に対し保健師

等が早期に訪問する体制が
ある市区町村
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乳幼児健診事業を評価する体
制がある市区町村

18.2
19.1

20.2

0

5

10

15

20

25

2018 2019 2020

15.5
16.9

21.5

0

5

10

15

20

25

2018 2019 2020

乳幼児健診事業を評価する体制
を支援している都道府県

OMHNA
テキスト ボックス
7




SIDS死亡率（出生10万対）
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十代の自殺率（人口10万人対）

2.4
1.7

2.3

1.3 1.7
2.2

10.3

13.2
13.8

6.9
6.4

8.9

0

2

4

6

8

10

12

14

16

2018 2019 2020
10から14歳（男） 10から14歳（女）

15から19歳（男） 15から19歳（女）

15.2

13.2

20.2

17.6

0

5

10

15

20

25

2018 2019

小６ 中３

朝食を欠食する子どもの割合
（％）

OMHNA
テキスト ボックス
9




積極的に育児をしている父親
の割合（％）
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事故防止対策を実施してい
る市区町村（％）
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レクト等によらない子育てを
している親の割合
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University of Yamanashi

ロジックモデルの作成例（日本財団 ロジックもdる作成ガイドより）
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University of Yamanashi

ロジックモデルの例（未定稿）
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十代の自殺死亡率

（人口10万対）

長期欠席生徒のうち相談・指導を受

けていない割合

いじめの認知件数に占める、いじめ

られた児童生徒が誰にも相談してい
ない件数の割合

スクールカウンセラーおよび相
談員を設置している学校の数

メンタルヘルス教育を実施して
いる学校の割合

学校健診においてメンタルヘ

ルスの評価を取り入れている
学校の割合

アウトプット アウトカム（健康行動） アウトカム（健康水準）

スクールソーシャルワーカーを
配置している中高校の割合

学校医と定期的な会議を開催
している教育委員会の数

公認心理士がいる診療所の数

小児人口当たりの子どもの心
相談医の数


